
質
疑
の
中
心
は｢

行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
行
政

コ
ス
ト
の
増
加｣

｢

不
況

下
で
の
時
間
当
り
給
与
の

増｣

の
２
点
と
な
っ
た
。

(

主
な
質
疑
の
要
約)

◎

勤
務
時
間
の
短
縮
は

窓
口
を
利
用
で
き
る
時

間
の
短
縮
に
な
る
。

◎

保
育
所
な
ど
現
場
を

持
つ
職
場
は
ど
う
す
る
。

◎

権
限
移
譲
で
事
務
量

は
増
加
、
逆
に
行
財
政

改
革
で
職
員
は
減
少
。

◎

時
間
外
の
増
や
事
務

処
理
の
先
送
り
の
心
配
。

◎

不
況
下
で
の
実
質
賃

金
ア
ッ
プ
の
考
え
方
。

◎

人
事
院
勧
告
の
外
的

要
因
で
な
く
、
行
財
政

改
革
と
い
う
内
的
要
因

を
優
先
す
べ
き
。

◎

先
の
議
会
で
給
与
報

酬
の
カ
ッ
ト
を
止
め
た
。

世
羅
町
と
し
て
の
適
正

水
準
は
。

◎

人
事
院
の
調
査
内
容

が
世
羅
町
に
あ
て
は
ま

る
の
か
。

(

主
な
答
弁
の
要
約)

●

周
知
期
間
を
も
う
け

る
。
事
務
事
業
の
見
直

し
を
検
討
。

●

人
事
院
は
広
範
囲
に

適
格
デ
ー
タ
を
も
っ
て

勧
告
し
て
い
る
。

●

論
理
的
矛
盾
を
感
じ

な
が
ら
も
現
実
的
処
理

が
必
要
。

●

三
原
市
へ
事
務
の
電

算
処
理
を
委
託
。
そ
れ

に
あ
わ
せ
る
こ
と
も
必

要
。

●

特
別
職
の
報
酬
は
県

内
で
下
か
ら
２
番
目
の

水
準
。
報
酬
審
議
会
な

ど
の
判
断
も
必
要
。

｢

時
間
短
縮
に
か
か
わ

る
部
分
を
削
除｣

す
る
修

正
動
議
を
賛
成
多
数
で
可

決
し
た
。
ま
た
ボ
ー
ナ
ス

の
減
額
に
関
す
る
議
案
は

原
案
ど
お
り
可
決
し
た
が
、

時
間
短
縮
に
か
か
わ
る
議

案
２
件
の
提
案
は
撤
回
さ

れ
た
。

5

｢

北
朝
鮮
の
核
実
験
や
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
強
行
は
、

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
被
爆
県
民
と
し
て
許
さ
れ
な

い｣

と
し
て
、こ
れ
に
強
く
抗
議
す
る
発
議
が
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

(

決
議
文
要
旨)

北
朝
鮮
の
相
次
ぐ
暴
挙
は
、
ア
ジ
ア
の
安
定
と
平

和
を
脅
か
す
だ
け
で
な
く
、
米
国
オ
バ
マ
大
統
領
の

｢

核
廃
絶
と
核
保
有
国
の
責
任｣

表
明
な
ど
、
国
際

世
論
に
逆
行
す
る
。
北
朝
鮮
は
核
兵
器
の
開
発
を
即

時
中
止
し
、
六
ヶ
国
協
議
へ
の
復
帰
を
求
め
る
。

ま
た
日
本
政
府
は
、
世
界
の
核
兵
器
廃
絶
に
向
け

て
、
率
先
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
責
務
が
あ

り
、
そ
の
努
力
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

議
員
発
議

Ｈ
21
年
５
月
27
日
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人

事

������������代だ
い

田だ

三み

委す
え

氏
世
羅
町
大
字
宇
津
戸

Ｈ
21
年
６
月
30
日

任
期
満
了(

３
年)

適
任
と
す
る

どうなる おおた保育所




